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小
学
生
ス
キ
ー
教
室
は
１
月

５
日
と
６
日
の
２
日
間
、
平
庭

高
原
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
町
内

の
小
学
生
26
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
町
ス
キ
ー
協
会
の
会
員
ら

が
講
師
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
ス
キ
ー

の
基
本
や
滑
り
方
な
ど
を
指
導
。

初
参
加
の
小
学
１
年
生
の
子
ど

も
た
ち
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。
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野
手 

正ま
さ
の
ぶ亘

さ
ん

金沢 里
り な

菜ちゃん 竹川 蒼
そうた

汰くん
（３歳９カ月・野中）
拓也さん・麻子さん次女

（３歳 3カ月・前里）
覚さん・愛梨さん長男

　保育園ごっこ遊びが好きで、いつ
も笑顔が絶えない「りな」。最近は
テレビや保育園などで覚えた言葉を
たくさん話してくれます。人見知り
をするけれど元気で明るい性格。お
皿を運んだり片付けたりとお手伝い
も頑張っています。健康で元気な子
に育ってほしいな。　　　　　 麻子

　初めての場所は周りの様子をうか
がう慎重な性格の「そうた」。妹を
笑わせてお世話をしてくれる優しい
お兄ちゃんです。消防車やトラック
などの乗り物が大好き。ミニカーで
よく遊んでいます。友達をいっぱい
作ってみんなに優しくできる元気な
子に育ってほしいです。　　　 愛梨

－ 440－

297

近藤 和子さん
（85歳・下町）

　
「
思
っ
た
こ
と
を
た
め
込
ま
ず
全
部
話
す

の
が
大
事
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
話
を
す
る

こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
和
子
さ
ん
。

　

今
も
現
役
で
お
店
の
接
客
な
ど
を
こ
な
し
、

伝
票
整
理
や
支
払
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。
若

い
頃
は
家
事
や
育
児
を
し
な
が
ら
、
朝
早
く

来
る
お
客
さ
ま
に
合
わ
せ
て
店
を
開
け
る
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
今
は
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ま
と
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
世
間
話
を
し
て
笑
う
こ
と
が

一
番
楽
し
み
で
す
」
と
優
し
い
笑
顔
の
和
子

さ
ん
で
し
た
。

頼られる人になりたい

◆勤め先は？
　野手養豚場に勤めています。下請け会
社からきた豚を入荷し決められたサイズ
にまで育て、出荷するのが主な仕事です。
丁寧に仕事を行うことを心掛けています。
◆自分の性格は？
　負けず嫌いですね。周りからは明るい
と言われます。
◆趣味・特技は？
　バレーや野球など、体を動かすことが
好きです。よくドライブもしますね。時
間があるときは、海に行って釣りをして
います。
◆今、一番したいことは？
　旅行かな。沖縄に行きたいですね。海
水浴や沖縄料理の食べ歩きをしたいです。
◆理想の女性像は？
　明るくて笑顔がすてきな女性ですね。
◆将来の夢は？
　いろいろな人から頼られる人になりた
いです。
◆最後にひと言
　理容師の資格を持っています。カット
モデルを募集中です。「とこやさんのて」
までお申し出ください！

　
（
25
歳
・
浦
子
内
）
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町民のひろば町民のひろば
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葛巻病院にシルバーカー３台寄贈

真藤子真藤子豊豊
と よと よ

さんにさんに感謝状感謝状がが贈られる贈られる

　真藤子豊さん(83歳、新町)から葛巻病院にシルバーカー３台が寄
贈され１月８日、同院内で遠藤秀彦院長から真藤子さんに感謝状が
手渡されました。真藤子さんは「主人が入院したときに、付き添い
に通えない自分に代わって医師や看護師の皆さんに大変お世話にな
りました」と話し、感謝の気持ちを形にしたいということで、多く
の皆さんから使用してもらえるシルバーカーを寄贈。酸素ボンベを
搭載できるものもあり、入院、外来の患者さんに活用されています。

◁遠藤秀彦院長㊧から感謝状を受け取る
真藤子豊さん△葛巻病院に寄贈されたシ
ルバーカー

　村木 村木 稜稜
りょうりょう

くんくん
（葛巻小）（葛巻小）

　村上 村上 璃璃
り くり く

孔孔くんくん
（葛巻小）（葛巻小）

　日向 日向 佑佑
ゆ みゆ み

実実ちゃんちゃん
（江刈小）（江刈小）

　松長根松長根大大
ひろとひ ろ と

翔翔くんくん
（五日市小）（五日市小）

　栗村 栗村 姫姫
ひめ かひ め か

華華ちゃんちゃん
（五日市小）（五日市小）

森林基幹道安孫・平糠線の「たつた橋」橋
きょう

名
めい

板
ばん

に一筆

松下智松下智哉哉さんさん尚尚
ひ さ の りひ さ の り

憲憲さんにさんに感謝状感謝状がが贈られる贈られる

　平成29年度に森林基幹道安孫・平糠線の道路整備に伴い橋の架
け替えが行われ、垂柳地区と町道粒

つぶらい

来線、青森県田子町の３つの道
をつなぐ橋として、それぞれの頭文字から「たつた橋」と命名され
ました。設置された橋名板(橋の名前を記した板)の文字は、垂柳地
区の松下智哉さん(葛巻高１年)、尚憲さん(葛巻中１年)兄弟が筆を
使って書いたものを型取っています。
　１月10日、同工事の完成に協力したとして、宮野孝志盛岡振興
局長から松下さんに感謝状と記念品が贈られ、垂柳地区の夢見る里
ふれあい交流館で同局森林保全課の林春彦課長から伝達されました。
尚憲さんは「自分が書いた文字が使われてうれしいです。橋を通る
たびに思い出します」と文字の出来栄えを気にしながら照れた様子
ではにかんでいました。

◁盛岡振興局森林保全課の林春彦
課長㊨から感謝状と記念品を手渡
される松下尚憲さん△松下さんが
筆で書いた文字を型取り作られた
橋名板


